1－1
88

 NUMPAGES 88

PAGE  
88

 NUMPAGES 88

 NUMPAGES 88

基本作業－454　取り外し前の圧力計内圧に注意
圧力計の取り外し前に内圧を抜くため、プラグをゆるめるが、十分な注意が必要。
（1） 元弁を閉止後圧力計の指示を読み“0”を示してもベントプラグを徐々にゆるめ内圧のない事を確認してから取外し作業に入る。

（2） 保護眼鏡は作業終了まで着用する。

【事　例】
圧力計取外し
事例－１　圧力計の交換時、取出し元弁を閉止後すぐ取外した為油が飛散して衣服を汚した。

事例－２　高圧リアクターの差圧測定時、圧力計の内圧をパージする際プラグをゆるめている時飛沫を身体に浴びた。

事例－３　高圧装置の圧力計を取り外す時、内圧を圧力計で“0”迄パージしたにもかかわらず圧力計のレンジ（0～400㎏／㎠）が大きいため、残圧があり飛沫が目に入った。
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原　　因

（1） 元弁から圧力計の間に減圧を怠った。

（2） 圧力計の圧抜き部に普通のプラグが取付けられていた。

（3） 圧力計のレンジが大きくて残圧が正確に確認できなかった。

（4） 内圧がないと思って保護眼鏡をはずした。

注　　意

（1） レンジの大きい圧力計はチョットした“0”点の狂いによっても残圧が高い事を認識する。

（2） 圧力計の圧抜きヶ所には必ずベントプラグを取り付けておく事。






































































